
稲敷医師会（稲敷チーム）

平成２９年度医療提供施設等グループ化推進事業計画（報告）書

【地域で支え合う医療機関の連携体制を構築するために必要な３つの取組】

取組事項 取組内容

現  状

（事前協議月の前月か

ら過去６箇月間の状況）

取組目標

（事前協議月から向こ

う６箇月間の取組）

実  績

（事前協議月から翌年

３月末までの取組）

１ これから在宅医療

への参入又は拡充

に取り組む医療機

関同士の連携強化

を図るための取組

※グループ内の取組

に関すること。

・複数の医療機関が連携し訪問診療を実施していきます。 

・それぞれ医療機関ごとに調整窓口を設置し、相互に連絡できる体制を構築していきます。 

・各医療機関持ち回り形式で連携医療機関において、定期的（１回／３ヶ月程度）に症例検討会を行い

ます。 

・在宅医療に必要な医療機器類を購入し、稲敷医師会で保管し必要時貸し出しをします。 

２ 在宅医療を提供す

る連携体制として

必要な拠点機能を

担う取組

※地域との連携に関

すること。

・多職種による事例検討会に参加し、グループ内の困難事例や課題等を地域課題として提案します。

・メールなどによる情報交換をします。

・連携する各医療機関内において課題解決が難しい取組については、地域課題として「在宅医療・介護

連携推進事業協議会」「在宅医療における多職種協働ネットワーク強化のための地域会合」へ提案して

まいります。

0回

なし

0回

1回／年

随時

2回／年

３ 在宅医療について

の普及啓発活動等

の取組

・グループ全体の相談窓口を設置し、在宅医療についての相談を受け付けます。

・市町村が主体のイベントなどで、ミニレクチャーなどに協力し、在宅診療の稲敷チームの連携図・相

談窓口を明記し、在宅医療についての普及啓発を行います。

なし

0回

随時

3回／年

※これから在宅医療への参入又は拡充に取り組む医療機関同士の連携強化を支援する取り組みについて記載するものとする。

 なお，必要に応じ，後方支援病院や在宅医療専門診療所（機能強化型在宅療養支援診療所を含む）などの支援（補完）を得て，在宅医療を提供する切れ目のない診療体制の

仕組みづくりに取り組むものである。

※それぞれの医療機関ごとに調整窓口を設置（明確化）し、相互に連絡できる体制の構築

急変時への受け入れ支援 病院から退院した患者に対する

在宅医療での支援

稲敷医師会

チームの取組を後方支援
グループ名：稲敷チーム


